
 

 

 

 

                                                  

 
 

 

    

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 令和4年１月 18日 No.584 作成者 齊藤篤 

 

 

                   開催 

)) ＴＡＣ information  

 1 月１２日（水）乙訓支店にて、長岡京花菜部会出荷目合わせ会が開催されました。 

 花菜は、伏見桃山で切り花用として栽培されていた寒咲きなたねの蕾を食用にしたのが

始まりとされています。 

 心地よい歯ごたえと、独特の辛みを持ち、胃袋だけでなく心まで満たしてくれる春なら

ではの食材です。もう一つ特記すべきは花菜の栄養価。緑黄色野菜の王様のようなブロッ

コリーよりもβカロチンやカルシウムが約３倍多く含まれているといいます。（※） 

 同部会は、平成２年に結成され、同時にブランド産地としての認証を受けました。 

 目合わせ会は、毎年、出荷最盛期を目前に控えたこの時期に開催されています。あらか

じめ規格通りに出荷調整されたものを用意し、出席者全員で、規格を確認します。 

また、全農京都府本部・公益社団法人京のふるさと産品協会・京都青果合同株式会社な

ど関係各社から市場情勢や、京都乙訓農業改良普及センターからは、根こぶ病対策等につ

いての報告が行われました。 （※公益社団法人京のふるさと産品協会 HPより一部抜粋） 

 JA では、京おくら生産者を大募集しています！ 

 オクラは、栽培が比較的容易で、初期投資も少な

く栽培初心者でも、取り組みやすい品目です。 

 栽培面積は２ａ程度でも十分出荷できます！ 

 ぜひ、一緒に京おくらを盛り上げましょう！ 

 興味がある方は、各経済センターまたは本店経済

部まで！お問い合わせください！ 



 

※2020 年 1月号 JA広報誌「ふれあい」より抜粋 

 

※2020 年 1月号 JA広報誌「ふれあい」より抜粋 

 

※栽培を希望される場合は、お気軽に各地域の経済部エリア担当者や 

営農販売課までお問い合わせください。 

◆連絡先（電話番号）：経済部営農販売課 ・075‐955‐8575 

北部経済センター ・075‐711‐3051 

西南部経済センター・075‐959‐0250 


